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◆ 若者ワークショップ開催概要 

１．日 時 

【１回目】令和６年８月 10 日（土）午後１時～５時 

【２回目】令和６年８月 17 日（土）午後１時～５時 

 

２．場 所 

豊川市役所本庁舎 本 34 会議室 

 

３．参加者 

15 歳から 27 歳までの豊川市民 16 人 

 

４．テーマ 

  
 

５．取組内容 

【１回目】 

 【【住む・暮らす】【訪れる・かかわる】【まちの基盤・環境】のテーマごとに、参加者全員

で「豊川市のざんねんな点」について意見を発表し合いました。 

 その後、グループＡは【住む・暮らす】、グループＢは【訪れる・かかわる】、グループＣ

は【まちの基盤・環境】について、出された意見の共通点を見出す形で分類を行い、「豊川

市のざんねんな点」をそれぞれ４つに大別しました。 

 

【２回目】 

１回目でテーマごとにそれぞれ４つに大別した「豊川市のざんねんな点」について解決

策の案を出し合うとともに、解決策を表現する「キャッチフレーズ」を決めました。 

その後、テーマごとに「豊川市のざんねんな点」「解決策」「キャッチフレーズ」をフィ

ッシュボーンチャート（特性要因図）にまとめ、参加者全員で作り上げた「ミニ総合戦略」

を竹本市長に提言しました。 

 

  

～直面する人口減少を克服！！～ 

豊川市ミニ総合戦略を提言しよう！ 
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６．参加者 

（敬称略） 

グループＡ 

 

金澤 駿汰 （かなざわ しゅんた） 

志賀 希望 （しが のぞみ） 

田中智慧子 （たなか ちえこ） 

槌田 愛佳 （つちだ あいか） 

原田 茉音 （はらだ まのん） 

  

  

グループＢ 

 

伊東 煌真 （いとう こうしん） 

小野 結菜 （おの ゆいな） 

水藤 凛璃 （すいとう りり） 

長井ナオミ （ながい なおみ） 

水野 絢香 （みずの あやか） 

  

  

グループＣ 

 

加藤 龍喜 （かとう りゅうき） 

桑山 琴音 （くわやま ことね） 

長島 宏祐 （ながしま こうすけ） 

日浦 愛七 （ひうら あいな） 

松山向日葵 （まつやま ひまり） 

吉田 愛未 （よしだ まなみ） 
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◆ 若者ワークショップの結果 

テーマ① 住む・暮らす                       グループＡ 

「豊川市のざんねんな点」 

大分類 小分類 主 な 意 見 

インフラ 

道 路 
◆一方通行が多い 

◆道幅が狭い 

◆道路がガタガタ 

◆街灯が少ない 

移 動 
◆公共交通機関が少ない 

◆駅やバス停が少ない 

◆通勤手段が少ない 

施 設 

レジャー 

 

 

 

◆中高生の遊ぶ場所が少ない 

◆遊ぶ場所が少ないから若者が市外へ流れていく 

◆公園が小さい 

◆小中学生向けの市の催しがコロナで減った 

◆若者は物足りない 

 
コミュニケ

ーション 

◆人と話す機会が少ない 

◆若者が交流できる機会が少ない 

◆幅広い世代が交流できる場所がほしい 

教 育 

◆大学が遠い 

◆大学まで時間がかかる 

◆教員が少ない 

◆学校の施設・設備が古い 

商 業 

◆商業施設が少ない 

◆衣類を売っている店が少ない 

◆24 時間営業のドラッグストアが少ない 

医療福祉 

高齢者 

◆福祉施設が少ない 

◆福祉施設で働く人が少ない 

◆オンライン予約を使いこなせていない 

医 療 

◆病院が少ない 

◆医療機関の場所が偏っている 

◆医療費の援助・補助が遅い 

子育て 

◆保育園が少ない 

◆子どもへの福祉を充実してほしい 

◆子育て支援は具体的に何をしているの？ 

仕 事 

◆働き場のバリエーションが少ない 

◆障害者が働ける場所が少ない 

◆地元の企業についてよく知らない 
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「ざんねんな点」に対する解決策 

大分類 小分類 主 な 意 見 

インフラ 

まちとの関わりを 

増やす 

◆鉄道会社と一緒に豊川の駅をめぐる企画をつくる 

◆バス終点の商業施設などで使えるクーポンをつくる 

◆バスの利用者を増やすためにスタンプラリーをやる 

◆電灯を増やす 

工事を行い整備する 
◆バス停のかたよりを少なくして新設、利用者の多い所を多くする 

◆今あるバスを利用しやすくする 

ＩＣカードを整備する 
◆一宮町の子たちにもＩＣカードが使えるように 

◆バス IC 使えるといい 

施 設 

イベントを開催する 
◆世代ごとに交流会もかねたイベントを開催する 

◆地域の集まりをふやす     ◆大規模商業施設でイベント 

遊べる場所を 

知ってもらう 

◆豊川市内の公園マップを作る 

◆ほの国こどもパスポートのデジタルスタンプラリーの場所を増やす 

教育の環境を良くする 
◆教育のオンライン化をもっとすすめる 

◆募金を集める 

施設をつくる ◆小・中・高校生が遊べるような施設をつくる 

医療福祉 

交通機関を増やす 
◆病院・医療機関への交通手段・バスを増やす 

◆駅から病院までのシャトルバスを運行する 

福祉について 

知ってもらう 

◆スーパーなどで福祉活動の掲示板を作る 

◆福祉施設で働く人を増やすために HP などで呼びかける 

介護しやすい・されや

すい町づくりする 

◆なるべく住宅地に近いところに老人ホームをたてる 

◆介護をする人とされる人が近くにいられるような町づくり 

オンライン講座をして 

オンライン化をすすめる 

◆高齢者向けのオンライン講座を地域で行う 

仕 事 

若者に働く場所を 

知ってもらう 

◆地元企業を紹介するＰＲ動画を作る 

◆授業で企業案内をする 

◆大学進学者が多い学校にも就職先の方が説明にきてほしい 

企業側に豊川が働くのに 

いい場所だと知ってもらう 

◆企業側に豊川は働くのにいい場所だと知ってもらう 

◆特別な待遇があると広める・知ってもらう 

障害のある人も働ける 

社会にする 

◆企業にバリアフリー化をお願いする 

◆障害者が働ける企業をまとめる ◆駅のバリアフリー化を行う 
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テーマ② 訪れる・かかわる                      グループＢ 

「豊川市のざんねんな点」 

大分類 小分類 主 な 意 見 

Ｔｈｅ.豊川 

象 徴 
◆豊川にしかないものがない 

◆有名なものが少ない 

◆「豊川だ！」と分かるなにかがほしい 

◆いなりんをもっと目立たせる 

観光地 
◆観光地が少ない 

◆観光資源を活かせていない 

◆豊川稲荷以外の観光地を知らない 

◆観光のアピールが足りていない 

豊川稲荷 
◆豊川稲荷周辺のお店の統一感がない 

◆観光客が夜まで遊べる施設が少ない 

◆ホテルが少ない 

◆駅が地味 

歴 史 
◆歴史的なもの多いのに上手く広められてない  ◆歴史のＰＲが弱い 

◆平和公園などの平和活動を県外に発信したい 

ふるさと 
◆ふるさと納税の返礼品に魅力がない 

◆ふるさと納税返礼品の充実 

◆バラを使用した物をつくる 

施 設 

な い 

◆レジャー施設が少ない 

◆若者が遊べる施設・場所が少ない 

◆中高生が外で遊ぶ場所が少ない 

◆服を買う所が少ない 

◆店が少ない 

◆プリオの老朽化 

◆娯楽施設があまりない 

インフラ 
◆狭い道が多い 

◆車がないと少し不便 

◆交通機関が不便 

図書館 ◆使いにくい ◆近くに屋台がほしい 

大規模 

商業施設 

◆集客率が低い  

行 事 

祭 り 

◆お祭りなどイベント情報が行き届いていない 

◆若葉祭文化財のはずなのに… 

◆お祭りが知られていない 

◆お祭りをもっとアピールしてほしい 

◆夏のお祭りの復活、知らなかった 

情 報 

◆大きなイベント・施設がない 

◆イベントを増やす 

◆コラボがほしい 

◆お祭りのイベントが夏に集中しすぎ。

もっと他のシーズンにもイベントが欲

しい 

自 然 ◆自然を活かしたイベントが少ない ◆バラに関連したイベントがほしい 

年 代 
◆幅広い年代の人と関わる機会が少ない 

◆どの年代の人も参加しやすいイベントを増やしたい 

その他 ◆コロナ後のイベントの復活遅い  

その他 佐奈川 ◆佐奈川の草がボーボー  
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「ざんねんな点」に対する解決策 

大分類 小分類 主 な 意 見 

Ｔｈｅ.豊川 

ふるさと 
◆ふるさと納税返礼品にいなりんグッズをつくる 

◆特産品を返礼品に 

自 然 ◆バラの宣伝をもっと増やす ◆佐奈川の桜をもっと PR する 

教 育 
◆駅にアートを飾るなどカラフルにする ◆小学校の総合学習で豊川の歴史勉強 

◆歴史の絵本みたいなものがあればいいかも 

その他 
◆豊川稲荷門前の商店街に若者向けのお店を 

◆ミニいなりんなど、いなりんグッズ 

施 設 

大規模 

商業施設 

◆服屋を増やす 

◆ＩｎｓｔａｇｒａｍやⅩでイベントなどを発信する 

娯楽施設 
◆大公園の一部に中高生向けの遊び場などをつくる 

◆娯楽施設、遊園地をたてる 

プリオ ◆プリオの改装・大改修  

その他 ◆図書館の近くに飲食店をよぶ  

行 事 

情 報 

◆ＷＥＢページやＳＮＳの活用 

◆学生（特に小中学生）にお祭りのチラシを配る 

◆イベントの情報を知らせるために学校などにポスターやチラシを配布する 

バ ラ ◆６月にバラのイベントを ◆バラのコンテストなどをやる 

交 流 ◆若い世代と老人ホームや福祉施設との交流を増やす（高齢者との交流） 

その他 
◆アンケートを行ってどんなイベントがしたいかを知る 

◆小中学校にお祭りで出し物をしてもらう 

佐奈川 

清 掃 

◆ボランティア活動などで定期的に処理 

◆自然を活かすためにボランティア活動の機会を増やす 

◆草取りイベントの開催（競争してみたり） 

◆プロギングを活用する 

ストリート 

ファニチャー 

◆休憩場をつくる 

◆半屋外の場所をつくる 

 

ハード 

整備 

◆キッチンカーなどが来られるように整備する 

◆夜桜おしゃれなライトアップ 
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テーマ③ まちの基盤・環境                      グループＣ 

「豊川市のざんねんな点」 

大分類 小分類 主 な 意 見 

交 通 

道路の 

環境 

◆道路の状態が悪い 

◆道、歩道が狭い 

◆草が生えている場所が多い 

◆街灯が少なくて夜道が不安 

不便さ 

◆駅もバス停もない地域がある 

◆飯田線で一部ＩＣカードが使えない 

◆バスでＩＣカードが使えない 

◆バスが分かりにくい 

◆バス料金が高い 

◆タクシーが少ない 

◆車がないと不便かも 

交通量 

◆車が多い 

◆車の事故が多い 

◆危険な通学路あり 

◆公共交通機関が少ない 

◆バスが少ない 

公共施設 

不 満 

◆遊べる場所が少ない（学生・子ども） 

◆小さな公園が多く、中高生向けの施設が少ない 

◆夜遅くまで勉強できるところが少ない 

◆図書館の勉強スペースをもっと広く！ 

◆小学校の遊具が消えた？ 

◆総合体育館の駐車場が少ない 

公 園 

◆公園が狭い 

◆遊具が少ない 

◆駐車場が少ない 

◆芝生の広場がほしい 

◆ボールで遊べる公園・場所がほしい 

◆滑り台、ブランコ、バスケットゴール

がほしい 

工 事 

◆学校がボロボロで不安 

◆耐震整備が不安 

◆工事が始まらない駅がある 

◆工事待ちの橋がある 

◆堤防の改修が遅い 

公共衛生 
◆学校の近くの悪臭 

◆豊川駅の虫の死骸 

◆佐奈川のベンチの鳥のフン 

◆駅が汚い 

レジャー 

施設 

◆気軽に行けるカフェがない ◆プールがない 

◆豊川に大型アミューズメント施設がほしい 

その他 

◆中心地がない 

◆大学がない 

◆有名な企業がない 

◆これと言ったものがない 

◆公園の夜の消灯が遅い 

◆自衛隊の訓練の音（空砲） 

◆自然環境についてよく知らない 
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「ざんねんな点」に対する解決策 

大分類 小分類 主 な 意 見 

公共施設 

施設の活用 

（費用大） 

◆商店街の空いている店を活用！（カフェ、店ｅｔｃ.） 

◆あき家をカフェに改装！ 

◆空き家など、使っていない建物の土地を利用（リメイクなども） 

施設の活用 

（費用小） 

◆生涯学習センターに学習室を設ける 

◆市内の公共施設を自習のために開放 

◆中央図書館以外の図書館にもっと自習室を作る 

◆図書館や市役所などの施設に気軽に入れるカフェを 

外で遊ぶ所 

◆放課後の学校グラウンドを開放する 

◆今ある遊び場をさらに遊びやすくする 

◆公園の中に日陰を作る 

◆公園の遊具を増やす 

イベントの 

開催 

◆イベントを増やす（祭り、料理教室） 

◆国際交流協会主催のイベントをもっと多くする 

交 通 

道 路 
◆道路の整備をする 

◆ガードレール、カーブミラーの設置 

意見調査 

◆市民がでこぼこの道を意見できるようにする 

◆不便な所、悪い所の状態を調査（フィールドワーク） 

◆自由に利用できる意見箱を作る（ネット） 

◆地区の人と協力、話し合い 

◆多くの人の意見を聞く（特に若い世代） 

啓発・ 

ボランティア 

◆駅の清掃をボランティアでする⇒人の交流の場に！ 

◆町内会やボランティアで草を刈るイベントを行う 

◆清掃活動を月１回くらいする 

◆マナーの呼びかけ 

◆外国人向けの啓発活動 

その他 

◆市民限定の奨学金 

◆有償ドライバーを募集する 

◆通学時間だけ車の通行禁止 
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◆ 市長提言 

 

テーマ① 住む・暮らす                 グループＡ 

 

テーマ② 訪れる・かかわる               グループＢ 

 

イベントを開催する 

遊べる場所を知って 
もらう 

教育の環境を 
良くする 

まちとの関わりを 
増やす 

工事して整備する 

ＩＣを導入する 

若者に働く場所を 
知ってもらう 

企業に働きやすい場所 
だと知ってもらう 

障がい者も働き 
やすい町にする 

交通機関を増やす 

福祉について 
知ってもらう 

介護しやすい・ 
されやすい町にする 

施設 インフラ 

仕事 医療福祉 

情報発信 
チラシの配布 

バラのイベント 
コンテストの実施 

高齢者との交流 
ボランティア 

ふるさと納税 
特産品 

自然のＰＲ 
バラ＋桜 

総合学習 
学校活動 

清掃活動 
ボランティア＋ゲームイベント 

ストリートファニチャー 
休憩所 

ハード整備 
キッチンカー＋ライトアップ 

大規模商業施設 
イベントの発信 

娯楽施設 
中・高生向け 

プリオ 
リニューアル 

行事 Ｔｈｅ. 豊川 

佐奈川 施設 
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テーマ③ まちの基盤・環境               グループＣ 

 

 

 

 

あき家、商店街の活用 
→カフェ、雑貨屋、カラオケ 

利用時間の拡大 
→学習センター、図書館 

イベントの開催 
→国際交流協会、祭り、料理教室 

公園の中に 
日陰エリアを作る 

学校のグラウンド開放 

意見調査（フィールドワーク） 
→意見箱のネット化、地域住民座談会 

啓発活動、ボランティアの実施 
→外国人向け、清掃活動 

市民限定の奨学金 

有償ドライバー 
の募集 

通学時の車の 
通行制限 

室内施設が 
不十分 

屋外施設が 
不十分 

交通環境が整備 
されていない 

その他 

道路の整備 
→ガードレール、カーブミラーの
設置 

グループＡ 

グループＢ グループＣ 


